
要旨

小稿では，近年の英国酪農部門の現状を分析している。生乳生産では生乳クォータ制度下において構造調整が
進行した結果，規模拡大を実現している。しかしながら，EU諸国において生乳価格は平均水準付近にあって，効
率的な生乳生産の果実を手にしていない。牛乳・乳製品製造では，依然として飲用牛乳の生産量が圧倒的に大き
い。乳製品貿易ではチーズが大幅な入超となっている。英国のEU離脱が酪農部門にも多大な影響を与えること
は確実である。
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Ⅰ．はじめに

小稿の課題は，連合王国(the United Kingdom，以下英国と記す)の酪農部門の現状を分析することにある。英
国は，欧州連合／欧州同盟(the European Union，EU)加盟国において，ドイツ，フランスに次ぐ生乳生産国であ
る。当然のことながら英国経済においても，酪農業は極めて重要な役割を担っている。生産額(農場段階)では農
業生産額の約 15％を占め，販売額(卸売段階)は約 880 万ポンドである。また，酪農部門(農場および処理加工施
設)では，約⚗万人以上が直接雇用されている1。
第二次世界大戦下の戦時食料政策以降，国内自給と栄養確保という食料安全保障の面からも，とりわけ飲用牛
乳の安定供給が求められてきた2。それは戦後も継続され，1973 年の欧州共同体(当時，European Community，
EC)以降は，共通農業政策(Common Agricultural Policy，CAP)の適用下において，英国酪農業は発展してきた3。
そして，生乳生産増産に歯止めをかける最終的な手段として導入された，供給管理型の生乳クォータ制度(1984
年⚔月⚑日～2015 年⚓月 31 日)4に対応して，酪農業はクォータ数量枠の取引において市場対応型方式を活用し
つつ，構造調整を進めて生産性を向上させてきた5。生乳クォータ制度廃止以降は，生乳生産者の自由意志で生乳
生産が営まれる状況となり，増産意欲の高い生産者は生乳生産を拡大させることになる。後述するように英国に
おいても，増産基調となっている。
それでは，英国酪農部門の現状は如何なる状況であろうか。小稿では統計数値に基づいて，現状分析を行って
いきたい。まず，EU諸国との比較を通して英国酪農業の位置を再確認しておきたい。つぎに，英国酪農業につ
いて，英国を構成しているイングランド(England)，ウェールズ(Wales)，スコットランド(Scotland)，北アイル
ランド(Northern Ireland)の視点から分析していく。そして，英国の牛乳・乳製品に関しては，生産と貿易の面か
ら分析していく。

Ⅱ．EUにおける英国酪農業の位置

表 1は，EU加盟国別卸売生乳量(2013/14～2015/16 年度)を示している。表⚑から明らかなように 2015/16 年
度では，ドイツが最大の生産国であり，以下順に，フランス，英国，オランダ，ポーランド，イタリア，アイル
ランド，スペインが続く。この上位⚘カ国でEU全体の卸売生乳量の約 80％を占めている。
2013/14～2015/16 年度の期間で見るならば，ポーランド，イタリア，アイルランド，スペインの⚔カ国では，
順位の入れ替わりが見られる。しかるに，ドイツ，フランス，英国，オランダの順位は変わらない。ただし，ド
イツ，フランスと英国を比較したならば，卸売生乳量の数量差は極めて大きい。ちなみに 2015/16 年度では，ド
イツ 314 億 8,800 万ℓ，フランス 247 億 6,700 万ℓ，英国 148 億 3,200 万ℓ，オランダ 134 億 7,500ℓである。
英国は，ドイツとは 166 億ℓ以上，フランスとは約 99 億ℓ以上の開きがある。逆にオランダよりも 14 億ℓ弱
多い。2014/15 年度と 15/16 年度を比較して，EU全体では約 4.8％，卸売生乳量は増加している。その要因とし
ては，オランダとアイルランドの増産が大きく寄与していることが指摘できる。なお英国では約 2.8％増加して
いる。
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1 Dairy UK(2017)pp.2～3。

2 英国では欧州大陸諸国とは異
なり，飲用牛乳の消費量が高
い。飲用牛乳の消費を支えて
きた制度としては，戸口配達
制度(doorstep delivery sys-
tem)が発達していたことが
挙げられる。しかしながら，
近年では社会・経済情勢の変
化を受けて，大型小売店舗で
の購入が大部分を占めるよう
になってきている。この点に
ついては，平岡 (2016) pp.
42～43 を参照のこと。

3 EC では，牛乳・乳製品の共
同市場組織は 1965 年 11 月に
設立されていた。

4 生乳クォータ制度は正式には
追加課徴金制度(Additional
Levy System)と呼ばれる。
生乳クォータ制度に関して
は，たとえば平岡(2012)を参
照されたい。

5 英国の酪農構造の変容につい
ては，さしあたり平岡(2015a)
pp.42～44 を参照のこと。ま
た平岡(2015b)は，イングラ
ンド・ウェールズを事例とし
て，生乳クォータ制度が酪農
構造に与えた政策効果の経済
分析を試みている。



表 2は，EU加盟国別飼養乳牛頭数(2001～16 年)を示して
いる。飼養乳牛頭数ではドイツが最も多く，一貫して 400 万
頭台を維持しているものの，特に 2014 年を境にして頭数は
減少傾向を示してきている。2001 年と 2016 年を比較するな
らば，447 万 5,000 頭から 421 万 8,000 頭に減少している。
次位のフランスも 419 万 7,000 頭から 363 万頭まで，同様に
減少傾向を示している。フランスでは，ドイツの 25 万 7,000
頭よりはるかに多い 56 万 7,000 頭減少している。ドイツ，
フランスに続く英国では，220 万 3,000 頭(2001 年)から 189
万 8,000 頭(2016 年)まで，30 万 5,000 頭減少している。ポー
ランド，イタリア，スペインも減少している。
他方，オランダおよびアイルランドは飼養乳牛頭数を増加
させている。2001 年ではオランダ 155 万 1,000 頭，アイルラ
ンド 114 万 8,000 頭であったが，2016 年ではオランダ 179 万
4,000 頭，アイルランド 129 万 5,000 頭に，それぞれ 24 万
3,000 頭，14 万 7,000 頭増加している。両国はクォータ制度
廃止以降，生乳増産の方向性が強いと言えよう。
表 3は，EU加盟国別搾乳牛一頭当たり産乳量(2001～2016
年)を示している。2001～2016 年において EU加盟国では，
ブルガリアを除いて搾乳牛一頭当たり産乳量は増加してい
る。量的にはデンマークが最大であり，2016 年では 9,621
kg である。また，エストニアでは 4,806 kg(2001 年)から
9,091 kg(2016 年)まで，1.89 倍の大幅な産乳量増加が見て
取れる。その一方で，ブルガリア，ルーマニアは 3,000 kg 台
である。
上述した上位⚘カ国で見るならば(2001～16 年)，ドイツ
1,538 kg，フランス 992 kg，英国 1,673 kg，オランダ 646 kg，
ポーランド 1,238 kg，イタリア 444 kg，アイルランド 808 kg，
スペイン 3,207 kg，それぞれ増加している。とりわけスペインが顕著な増加を示している。増産志向が強いオラ
ンダとアイルランドの生乳生産には，一頭当たり産乳量の増加もさることながら，飼養乳牛頭数の増加が寄与し
ていると推察できる。
ドイツ，フランスおよび英国は，飼養乳牛頭数減少に対して一頭当たり産乳量増加の寄与が大きいと言えよう。
英国では高泌乳牛(high yielding cows)への牛群更新を図るとともに，濃厚飼料(concentrate feed)を給与するこ
とによって一頭当たり産乳量を増大させている6。なお旧社会主義国ポーランドも農業大国の一角を占めている
ゆえ，一頭当たり産乳量を大きく伸ばしている。
表 4は，EU加盟国別年平均農場出荷生乳価格(2010～2015 年)を示している。表⚔から明らかなように，生乳
価格の変動が見られる上に，加盟国間で価格格差が生じている。ちなみに 2015 年は，2009 年の⼦欧州酪農危機⼧7

以来⚗年ぶりの低水準である8。2010～2015 年においては一貫してキプロスが最も高く，2013 年には 50.28 ペン
ス/ℓに達していた。次位はマルタであるが，2013 年では 45.79 ペンス/ℓであった。
前述した上位⚘カ国を見るならば(2015 年)，EU-15 加重平均 23.53 ペンス/ℓを上回っている国は，フランス
(24.15 ペンス/ℓ)，イタリア(25.94 ペンス/ℓ)，英国(24.66 ペンス/ℓ)である。年平均農場出荷生乳価格では，
英国はEU-15 加重平均水準に近く，決して高い水準ではないと言えよう。
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6 一頭当たり産乳量の増大は，
生物学的化学的技術進歩(BC
過程)によるところが大きい。
また当然のことながら，飼養
乳牛頭数規模の拡大には機械
的技術進歩(M 過程)も寄与
する。

7 ⼦欧州酪農危機⼧については，
木下(2013)p.2～3 を参照のこ
と。

8 欧 州 委 員 会 (European
Commission)の公表(2018 年
⚔月⚕日)では，2018 年⚑月
の平均生乳価格は，100 kg 当
たり 35.5 ユーロ(EUR)で
あった。この点について詳し
くは，European Commission
(2018)pp.12～15 を参照のこ
と。

表 1 EU加盟国別卸売生乳量(2013/14～2015/16 年度)

2013/14 2014/15 2015/16
(百万ℓ)

ドイツ 29,762 30,350 31,488
フランス 23,727 24,431 24,767
英国 13,679 14,422 14,832
オランダ 11,993 12,044 13,475
ポーランド 9,801 10,271 10,794
イタリア 10,258 10,652 10,421
アイルランド 5,400 5,616 6,653
スペイン 6,209 6,396 6,614
デンマーク 4,927 4,946 5,224
ベルギー 3,442 3,552 3,994
オーストリア 2,887 2,954 3,063
スウェーデン 2,809 2,846 2,849
チェコ 2,312 2,365 2,537
フィンランド 2,242 2,299 2,330
ポルトガル 1,740 1,834 1,867
ハンガリー 1,333 1,459 1,500
リトアニア 1,319 1,401 1,402
ルーマニア 873 952 907
スロバキア 802 824 845
ラトビア 733 778 797
エストニア 684 702 705
ギリシア 625 593 602
スロベニア 503 518 549
ブルガリア 481 489 499
クロアチア 491 503 499
ルクセンブルク 282 298 340
キプロス 154 155 167
マルタ n/a 41 41
EU-28 139,468 143,691 149,761
出所)AHDB Dairy, Dairy statistics An insiderʼs

guide 2016, pp.20～21 を参考に作成。
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Ⅲ．英国の酪農経営

表 5は，英国の酪農場数(2010～2015 年)を示している。なおイングランドとウェールズを一括している。表⚕
から明らかなように，イングランド・ウェールズ，スコットランド，北アイルランドいずれも，酪農場数は減少
している。2010～2015 年の期間において，イングランド・ウェールズでは 1,429 農場，スコットランドでは 480
農場，北アイルランドでは 452 農場，それぞれ減少している。当該期間で英国全体では 2,361 農場減少した。
表 6は，北アイルランドを除く英国の生乳生産者数(2010～2015 年)を示している。表⚕から読み取れた酪農場
数の減少に合致して，表⚖からはイングランド，ウェールズ，スコットランドいずれも，生乳生産者数は減少し
ていることがわかる。2010～2015 年の期間において，イングランドでは 1,241 人，ウェールズでは 188 人，スコッ
トランドでは 480 人減少していた。
表 7は，平均飼養乳牛頭数規模(2010～2015 年)を示している。表⚗によれば，2010～2015 年の期間において，
イングランド・ウェールズ，スコットランド，北アイルランドいずれも，平均飼養乳牛頭数が増加している。英
国全体での規模拡大は 21 頭である。国別に見るならば，スコットランドが規模的には最も大きく，146 頭から
224 頭まで 78 頭増加している。イングランドでは 125 頭から 145 頭に，ウェールズでは 112 頭から 137 頭に，そ
れぞれ 20 頭，25 頭増加している。規模的には最も小さい北アイルランドでは 101 頭から 114 頭であり，13 頭の
増加に止まっている。
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表 4 EU加盟国別年平均農場出荷生乳価格(2010～2015 年)

2010 2011 2012 2013 2014 2015
(ペンス/ℓ)

オーストリア 28.10 31.36 28.29 32.88 32.74 25.20
ベルギー 26.93 29.58 25.24 32.52 29.95 20.90
デンマーク 28.22 31.87 28.28 33.75 32.99 23.21
フィンランド 32.83 38.15 37.31 40.10 36.76 28.14
フランス 27.35 29.76 26.70 30.27 30.30 24.15
ドイツ 27.36 31.06 27.78 32.73 31.29 22.13
ギリシヤ 32.99 38.56 37.67 38.83 35.87 31.30
アイルランド 27.19 30.67 27.00 33.47 31.43 22.44
イタリア 29.89 34.36 30.90 33.94 32.94 25.94
ルクセンブルク 26.32 29.30 26.06 31.93 31.22 22.31
オランダ 27.77 32.96 28.26 34.48 32.79 22.89
ポルトガル 25.34 27.91 25.57 29.32 28.96 22.20
スペイン 25.98 27.95 25.82 29.99 29.24 22.56
スウェーデン 29.74 33.83 29.88 34.61 32.13 23.59
英国 24.65 27.36 28.12 31.70 31.57 24.66
EU-15 加重平均 27.00 30.35 27.31 32.50 31.49 23.53
キプロス 45.34 46.52 44.02 50.28 46.91 42.27
チェコ 24.99 29.24 24.86 28.56 27.53 20.44
エストニア 24.51 28.83 25.13 29.43 27.25 17.74
ハンガリー 23.03 27.56 24.94 28.27 27.78 19.41
ラトビア 22.21 26.23 23.12 26.71 24.36 16.22
リトアニア 22.24 25.72 22.20 27.67 23.89 16.22
マルタ n/a n/a 40.72 45.79 38.96 34.99
ポーランド 24.17 26.37 24.03 27.34 26.81 20.82
スロベニア 23.74 27.23 25.20 28.23 28.82 21.20
スロバキア 24.15 28.25 24.65 26.58 28.09 20.92
ブルガリア 24.42 29.19 25.48 29.43 28.73 21.37
ルーマニア 21.18 25.19 22.84 26.21 25.38 19.70
クロアチア － － － n/a 29.54 24.36
EU-28 加重平均 27.001) 30.351) 27.312) 31.913) 30.88 23.07
注⚑)マルタ，クロアチアを除くEU-26 加重平均。
⚒)クロアチアを除くEU-27 加重平均。
⚓)クロアチアを除くEU-27 加重平均。

出所)AHDB Dairy, Dairy statistics An insiderʼs guide 2016, pp.32～33 を参考に作成。



表⚕と表⚖そして表⚓と表⚗に基づくならば，非能率な生乳生産者は農外に退出し，規模拡大による効率性を
追求する構造調整が進行していると，筆者は分析する。しかしながら，表⚔から明らかなように，EU加盟国での
平均農場出荷生乳価格では，英国は決して上位に位置してはいない。言い換えれば，酪農生産の効率化の効果が
さほど表れていない。その要因としては，生乳価格の変動が大きいことに加えて，生乳取引市場に問題があると9，
推察できる。
表 8は，一酪農場当たり平均所得(2010/11～2017/18 年度)を示している。算出基準の変更や経営環境の変化な
どによって，イングランド・ウェールズ，スコットランド，北アイルランドにおける所得数値の一貫した比較検
討は困難である。ただ 2016/17 年度を見る限りでは，イングランドが最も所得が高く，⚕万ポンドである。スコッ
トランド⚓万 4,500 ポンド，ウェールズ⚓万 1,500 ポンドで，ほぼ近い水準である。北アイルランドが最も低く
⚒万 3,500 ポンドであり，イングランドの半分以下の水準となっていた。

060 英国酪農部門に関する現状分析

表 5 酪農場数(2010～2015 年)

2010 2011 2012 2013 2014 2015
(農場)

イングランド・ウェールズ 11,256 10,851 10,724 10,581 10,274 9,827
スコットランド 1,266 1,189 1,163 894 886 786
北アイルランド 3,194 2,753 2,662 2,684 2,655 2,742
英国全体 15,716 14,793 14,549 14,159 13,815 13,355
出所)AHDB, Dairy statistics, various issues を参考に作成。

表 6 生乳生産者数(2010～2015 年)

2010 2011 2012 2013 2014 2015
(人)

イングランド 9,271 8,928 8,820 8,691 8,421 8,030
ウェールズ 1,985 1,923 1,904 1,890 1,853 1,797
スコットランド 1,266 1,189 1,163 894 886 786
出所)AHDB, Dairy statistics, various issues を参考に作成。

表 7 平均飼養乳牛頭数規模(2010～2015 年)

2010 2011 2012 2013 2014 2015
(頭)

イングランド 125 126 127 128 136 145
ウェールズ 112 115 117 118 126 137
スコットランド 146 153 157 185 192 224
北アイルランド 101 103 107 104 111 114
英国全体 121 123 125 126 133 142
出所)DEFRA, June Agricultural Census, various issues を参考に作成。

表 8 一酪農場当たり平均所得(2010/11～2017/18 年度)

2010/11 2011/12 2012/13 2013/14 2014/15 2015/162) 2016/17 2017/181)

(ポンド／農場)3)

イングランド 66,000 86,500 52,500 88,000 84,000 44,000 50,000 99,000
ウェールズ 57,500 68,000 45,000 77,000 70,000 33,000 31,500 65,000
スコットランド 78,000 82,000 45,500 78,000 69,000 1,500 34,500 n.a.
北アイルランド 51,500 58,000 28,000 61,500 45,500 12,000 23,500 78,500
注⚑)2017/18 年度は暫定値。
⚒)スコットランドは 2010 年標準生産量係数に基づき導出。
⚓)500 ポンド未満は切り捨て。

出所)Dairy UK, The White Paper, 2017 p.25 Table5 およびDEFRA, Agriculture in the United Kingdom,
various issues を参考に作成。9 生乳の一元集荷・多元販売を

担う生産者販売組織であった
ミルク・マーケティング・ボー
ド (Milk Marketing Board)
は，乳価安定機能においては
一定の役割を果たしてきた。
しかしながら，新自由主義に
基づく規制改革の一環とし
て，1994 年に解体された。後
継組織として任意の酪農協同
組合が設立されたものの，数
年後には再分割された。生産
者側の組織力低下とともに，
乳業者が個々の生乳生産者と
の直接取引を拡大させた。そ
の結果，生産者の取引交渉力
を低下させ，生乳価格の下落
を招いている。
なおミルク・マーケティン

グ・ボードに関しては，さし
あたり平岡(2017)を参照され
たい。



Ⅳ．英国の牛乳・乳製品の生産と貿易

表 9 は，用途別生乳仕向量(2010/11～2015/16 年度)を示している。表⚙から明らかなように，2010/11～
2015/16 年度において飲用牛乳向けが最大であり，おおよそ 66 億ℓ台後半～69 億ℓ台後半の範囲の仕向量水準
となっている。次にチーズ向けが多く，乳製品のうちでは最大の仕向量となっている。チーズ向け仕向量は増加
傾向を示している。2015/16 年度では 41 億 8,000 万ℓと，2015/16 年度より約 1.16 倍に伸びている。そして濃
縮乳・粉乳向けが続く。2015/16 年度では 18 億 5,600 万ℓと，2015/16 年度より約 1.34 倍に伸びている。ヨーグ
ルト，クリーム，バターへの仕向量は，輸出向け数量よりも少ない。
表 10 は，飲用牛乳と主要乳製品の生産量(2013/14～2015/16 年度)を示している。当然のことながら，仕向量
の大きさに対応している。2013/14～2015/16 年度においては飲用牛乳が圧倒的に多く，700 万 t 前後の水準で推
移している。次にチーズは生産量を拡大しつつある。2015/16 年度では 44 万 9,000 t であり，2013/14 年度の約
1.14 倍である。濃縮乳と粉乳の生産量を比較するならば，一貫して粉乳の方が多い。2015/16 年度で見るならば，
バターは粉乳と同程度の生産量に止まっている。なおバター価格(無塩バター卸売価格)は図 1に示すとおり，変
動が顕著である。近年では 3,375 ポンド/t(2013 年)から 2,152 ポンド/t(2015 年)へと，1,200 ポンド以上下落し
ている。
表 11 は乳製品貿易量(2008～2017 年)を，表 12 は乳製品貿易額(2008～2017 年)を，それぞれ示している。
2008～2017 年の期間を見る限りでは，チーズおよびバターは輸出量・輸入量ともに増加傾向を示しているものの，
両者とも圧倒的に輸入量が多い。2008 年と 2017 年(暫定値)を比較してみよう。チーズ輸出量では⚘万 8,000 t
から 17 万 4,000 t へと，約 1.98 倍に伸びている。なおチーズ輸出では，チェダーチーズ(Cheddar cheese)の輸
出量が多い。バター輸出量では⚒万 4,000 t から⚖万 t へと，約 2.50 倍まで伸びている。他方，輸入量を見るな
らば，チーズでは 42 万 2,000 t から 49 万 7,000 t で約 1.18 倍，バターでは⚘万 1,000 t から⚙万 1,000 t で約
1.12 倍となっている。
2008～2017 年の期間における牛乳・クリーム(脱脂粉乳を含み，濃縮乳と加糖乳を除く)の輸出入量を見ると，
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表 9 用途別生乳仕向量(2010/11～2015/16 年度)

2010/11 2012/13 2013/14 2014/151) 2015/161)

(百万ℓ)
利用可能生乳総量 13,565 13,220 13,962 14,685 15,121

飲用牛乳 6,685 6,756 6,973 6,922 6,811
チーズ 3,611 3,618 3,653 3,885 4,180
濃縮乳・粉乳 1,498 1,142 1,625 1,931 1,856
輸出向け 422 466 498 586 586
ヨーグルト 286 272 273 272 320
クリーム 319 263 207 207 188
バター 254 289 303 285 325
その他 349 343 439 481 658

貯蔵変更・廃棄量 95 70 －9 117 197
注⚑)暫定値
出所)AHDB, Dairy statistics, various issues を参考に作成。

表 10 牛乳・乳製品生産量(2013/14～2015/16 年度)

2013/141) 2014/151) 2015/161)

(千 t)
飲用牛乳 7,108 7,058 6,943
バター 148 139 158
チーズ 394 410 449
粉乳 134 173 157
濃縮乳 104 92 91
注⚑)暫定値。
出所)AHDB, Dairy statistics, various issues を参考に

作成。



輸出量・輸入量ともに増加傾向を示しているものの，圧倒的に輸出量が多い。輸入の場合には，2016 年(暫定値)
では 15 万 t と，前年より⚕万 6,000 t 減少していが，2017 年(暫定値)では 26 万 9,000 t と，12 万 t 近く増加して
いる。輸出の場合には，2016 年(暫定値)では 64 万 6,000 t と，前年より⚑万 9,000 t 減少していたが，2017 年(暫
定値)では 85 万 4,000 t と，20 万 8,000 t の大幅な増加となっている。それは約 1.32 倍の伸びである。たとえば
生乳は，北アイルランドからアイルランド共和国に輸出されている。また粉乳はEU域内だけでなく域外第⚓国
へも輸出されている。
次に貿易額を見てみたい。表 12 から明らかなように，2008～2017 年の期間においては，輸出入量の増加に伴っ
て貿易額も増加している。ここで注目したい点は，チーズの貿易額である。輸出額・輸入額は前年を下回る年も
あるけれども，両者とも増加傾向を示していると言える。2008 年と 2017 年(暫定値)を比較するならば，輸出額
は⚒億 9,900 万ポンド，輸入額は⚑億 9,800 万ポンド増加している。とりわけ輸出額は 1.92 倍の大幅な伸びと
なっている。前述したようにチーズ生産量が拡大している一方で，英国の一人当たり年間チーズ消費量の傾向と
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図⚑ 無塩バター卸売価格(2009～2015 年)
出所)AHDB, Dairy statistics, various issues を参考に作成。

表 11 乳製品貿易量(2008～2017 年)

暦年 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 20161) 20171)

(千 t)
チーズ 輸入 422 419 436 414 444 468 469 494 490 497

輸出 88 105 113 124 126 125 134 152 164 174
牛乳・
クリーム2)

輸入 193 158 193 215 194 245 221 206 150 269
輸出 532 539 561 648 617 574 654 665 646 854

バター 輸入 81 96 102 100 104 106 95 106 99 91
輸出 24 27 27 36 38 45 51 50 65 60

注⚑)暫定値。
⚒)脱脂乳を含み，濃縮乳と加糖乳を除く。

出所)DEFRA, Agriculture in the United Kingdom 2017, p.100 Table3.4 を参考に作成。

表 12 乳製品貿易額(2008～2017 年) (2017 年実質値表示)
暦年 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 20161) 20171)

(百万ポンド)
チーズ 輸入 1,375 1,345 1,365 1,387 1,416 1,532 1,514 1,346 1,375 1,573

輸出 324 321 380 442 439 468 487 464 507 623
牛乳・
クリーム2)

輸入 91 86 114 131 126 150 140 120 106 147
輸出 230 221 275 325 272 273 273 200 200 325

バター 輸入 269 271 319 350 324 337 280 271 282 367
輸出 63 65 90 140 110 154 155 119 159 244

注⚑)暫定値。
⚒)脱脂乳を含み，濃縮乳と加糖乳を除く。

出所)DEFRA, Agriculture in the United Kingdom 2017, p.99 Table3.3 を参考に作成。



しては，2008 年では 11.7 kg，2017 年では 11.8 kg であり，さほど増加していない10。輸出量が約 1.98 倍に伸び
ていることと考え合わせるならば，英国は付加価値の高いチーズの輸出に積極的に取り組んでいると，筆者は推
察する。
牛乳・クリームの貿易額を 2016 年(暫定値)と 2017 年(暫定値)で比較すると，輸出額は⚒億ポンドから⚓億
2,500 万ポンドに，輸入額は⚑億 600 万ポンドから⚑億 4,700 万ポンドに，それぞれ増加している。純輸出額(輸
出額と輸入額の差額)で見るならば，2017 年ではプラス⚑億 7,800 万ポンドである。バターの貿易額も 2016 年
(暫定値)と 2017 年(暫定値)で比較すると，輸出額は⚑億 5,900 万ポンドから⚒億 4,400 万ポンドに，輸入額は⚒
億 8,200 万ポンドから⚓億 6,700 万ポンドに，それぞれ増加している。純輸出額で見るならば，2017 年ではマイ
ナス⚑億 2,300 万ポンドである。

Ⅴ．むすびにかえて

英国は，EU加盟国の中では極めて重要な生乳生産国である。2013～17 年では，英国は EU生乳生産の約⚙％
を占めている。酪農経営では構造調整を図りつつ規模拡大を実現している。しかるに課題は，生乳価格問題であ
ろう。それは生産者の乳業者に対する取引交渉力(bargaining power)の問題でもある。生乳生産者の組織化を含
めて，生乳価格問題を論じるうえで不可欠な生乳取引市場のあり方については，稿を改めたい。
英国の牛乳・乳製品消費の特徴は，紅茶との組み合わせ(tea with milk)に代表される食生活習慣を反映して，
飲用牛乳消費量がドイツやフランスなどの欧州大陸諸国よりも多いことである。それゆえ，依然として飲用向け
の生乳仕向量が相対的に多い。それに加えて，チーズ生産拡大の方向性が見て取れる。乳製品の中でも付加価値
の高いチーズの生産は，輸出志向が強いと言える。乳製品貿易の面から英国は，他のEU加盟国と重要な貿易関
係を有している。特に北アイルランドとアイルランド共和国の貿易依存関係は非常に重要である。したがって，
英国の EU離脱問題(Brexit)が，乳製品貿易に大きな影響を与えることは明白である。乳製品貿易の将来的見通
しは，予断を許さない状況である。今後の英国の動向に注視したい。
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